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事
業
仕
分
け
と
は

　
事
業
仕
分
け
は
市
が
行
っ
て
い
る

事
業
に
つ
い
て
、
外
部
の
目
を
通
し

て
そ
の
必
要
性
や
実
施
方
法
な
ど
を

公
開
の
場
で
議
論
し
、
各
事
業
を
そ

れ
ぞ
れ
「
不
要
」「
必
要
性
の
再
検

討
（
抜
本
的
に
見
直
し
）」「
国
・
県
・

広
域
が
実
施
」「
市
が
改
善
し
て
実

施
」「
市
が
実
施
（
現
行
ど
お
り
）」

に
仕
分
け
し
て
行
政
改
革
を
推
進
す

る
も
の
で
、
市
民
へ
の
説
明
責
任
を

果
た
し
な
が
ら
同
時
に
職
員
の
意
識

改
革
を
図
る
た
め
に
実
施
し
て
い
ま

す
。事

業
仕
分
け
の
判
定
は

市
民
が

　
事
業
仕
分
け
は
、
そ
の
事
業
に
つ

い
て
「
仕
分
け
人
」
と
呼
ば
れ
る
他

自
治
体
職
員
や
企
業
経
営
者
な
ど
と

市
の
担
当
職
員
が
質
疑
な
ど
を
行
い
、

「
市
民
判
定
人
」
が
判
定
を
行
い
ま

す
。

　
市
民
判
定
人
の
選
出
に
当
た
っ

て
は
、
市
が
無
作
為
で
抽
出
し
た

8
0
0
人
に
案
内
を
送
り
、
参
加
を

希
望
し
た
人
全
員
を
市
民
判
定
人
に

選
定
し
、
延
べ
1
0
2
人
が
当
日
参

加
し
ま
し
た
。

判
定
結
果

　
全
事
業
の
判
定
結
果
は
下
表
の
と

お
り
で
す
。
内
訳
は
「
不
要
」
と
判

事

業

仕

分

け

〜
今
年
は
32
事
業
を
仕
分
け
〜

　
市
で
は
昨
年
度
実
施
し
た
8
事
業
の
仕
分
け
に
続
き
、
今
年
度
は
8
月
25
日
・
26
日
の
２
日

間
に
わ
た
り
、
32
事
業
の
仕
分
け
を
行
い
ま
し
た
。
仕
分
け
に
当
た
っ
て
は
、
延
べ
１
０
2
人

の
市
民
に
「
市
民
判
定
人
」
と
し
て
事
業
の
判
定
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

平成24年度白井市事業仕分け判定結果

事業
№

事　　業　　名

市民判定人・仕分け判定結果 仕分け人・仕分け判定結果（参考）

行政の関与・不要 行政の関与・必要 行政の関与・不要 行政の関与・必要

不要
必要性の
再検討

国・県・
広域

要改善 現行通り 不要
必要性の
再検討

国・県・
広域

要改善 現行通り

1－1 環境美化推進事業 1 0 1 19 4 0 4 0 1 0
1－2 入札契約事業 0 1 1 9 14 0 0 0 3 2
1－3 公民センター・勤労青少年ホーム管理運営事業 2 4 1 16 2 0 4 0 1 0
1－4 省資源・省エネルギー推進事業 0 2 7 9 7 0 1 1 3 0
1－5 補助教員配置事業 0 0 5 3 18 0 0 2 1 2
1－6 ALT招致・配置事業 0 1 7 2 16 0 1 2 2 0
1－7 人材育成推進事業 0 3 0 20 3 0 1 0 4 0
1－8 保健福祉相談事業 2 0 0 8 15 0 1 0 1 3
2－1 学校体育施設開放事業 1 1 0 19 4 0 1 0 4 0
2－2 市民プール管理運営事業 1 2 0 22 0 0 5 0 0 0
2－3 建築物耐震化支援事業 9 9 1 6 0 2 3 0 0 0
2－4 放置自転車対策事業 2 0 0 19 4 0 0 0 5 0
2－5 ファミリーサポートセンター事業 3 12 0 9 0 1 2 0 2 0
2－6 一時保育事業 0 2 0 19 3 0 0 0 5 0
2－7 交通安全対策事業 1 1 1 10 11 0 0 0 4 1
2－8 市民文化祭開催事業 2 6 0 13 4 0 4 0 1 0
3－1 ふるさと産品推進事業 5 12 0 6 1 3 2 0 0 0
3－2 地域包括支援センター運営事業 1 1 1 17 4 0 0 0 5 0
3－3 合併浄化槽等設置促進事業 0 0 9 10 5 0 0 2 2 1
3－4 雇用・労働支援事業 6 4 1 12 1 0 3 2 0 0
3－5 桜台小中学校給食運営事業 0 1 0 7 16 0 0 0 1 4
3－6 高齢者就労指導センター管理運営事業 8 10 0 6 0 4 1 0 0 0
3－7 上水道経営の安定化事業（中期経営計画） 0 0 5 14 5 0 0 2 3 0
3－8 学校安全対策事業 0 0 0 4 20 0 0 0 2 3
4－1 白井市民大学校事業 3 7 0 16 1 2 2 0 1 0
4－2 都市公園等維持管理事業 0 0 0 14 13 0 0 0 5 0
4－3 コミュニティ施設整備・管理事業 0 2 0 20 5 0 2 0 3 0
4－4 プラネタリウム館運営事業 2 7 8 7 3 0 4 1 0 0
4－5 民生委員児童委員連絡協議会連携事業 0 2 5 12 8 0 2 0 3 0
4－6 情報システムによる情報提供事業 0 0 0 22 5 0 1 0 4 0
4－7 図書館サービス事業 0 0 2 22 3 0 4 0 1 0
4－8 地域防災計画推進事業 0 1 2 15 9 0 0 0 5 0

※各事業の○印が、その事業の最多数となった仕分けの判定結果の区分です。仕分けの判定結果は、市民判定人の結果を採用し、仕分け人の結果は参考とします。
市民判定人の判定結果が同数の場合は、行政の関与不要と必要（太い黒線の左右）のそれぞれの項目の票数を足し合わせ、数の大きい方の判定結果を優先します。
仕分け人の判定が同数の場合は、市民判定人と同様の扱いとしますが、それでも同数の場合は、コーディネーターの決定により仕分け人の判定結果としています。

単位：人

定
さ
れ
た
事
業
が
1
事
業
、「
必
要

性
の
再
検
討
」
と
判
定
さ
れ
た
事
業

が
3
事
業
、「
国
・
県
・
広
域
で
実

施
す
べ
き
」
と
判
定
さ
れ
た
事
業
が

1
事
業
、「
市
が
改
善
し
て
実
施
」

と
判
定
さ
れ
た
事
業
が
20
事
業
、「
現

行
ど
お
り
」
と
判
定
さ
れ
た
事
業
が

7
事
業
で
し
た
。

　
判
定
結
果
に
つ
い
て
は
た
だ
ち
に

市
の
最
終
判
断
と
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
判
定
結
果
は
で
き
る

限
り
尊
重
し
て
関
係
部
署
に
お
い
て

検
討
を
行
い
、
今
後
の
市
の
対
応
を

決
定
し
ま
す
。

　
な
お
事
業
仕
分
け
は
来
年
度
も
実

施
す
る
予
定
で
す
。

詳
細
を
閲
覧
で
き
ま
す

　
市
民
判
定
人
か
ら
出
さ
れ
た
主
な

意
見
や
傍
聴
人
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
の
内
容
は
、
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
市
が
来

年
度
以
降
の
予
算
や
事
業
計
画
に
反

映
さ
せ
た
も
の
、
反
映
で
き
な
い
理

由
な
ど
の
詳
細
は
、
決
定
次
第
広
報

し
ろ
い
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
　
財
政
課
行
政
改
革
推
進
室
　
内

線
3
3
8
1

活発な議論が交わされた事業仕分け
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行
政
改
革
の
取
り
組
み
状
況

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

Q
　  「
も
う
じ
き
5
0
0
万
円
の
定

期
預
金
が
満
期
に
な
る
の
で
、
い
い

商
品
に
預
け
替
え
な
い
か
」
と
の
こ

と
で
、
長
年
の
付
き
合
い
が
あ
る
銀

行
の
資
産
運
用
担
当
者
が
自
宅
を
訪

問
し
て
き
た
。
資
料
を
た
く
さ
ん
手

渡
さ
れ
て
1
時
間
近
く
説
明
を
受
け

た
が
、
生
命
保
険
の
よ
う
だ
。
生
命

保
険
は
い
く
つ
か
入
っ
て
い
る
の
で

必
要
な
い
と
思
う
が
、
利
率
が
よ
い

と
い
う
の
で
ど
う
し
よ
う
か
迷
っ
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　  （
80
代
・
女
性
）

A
　
相
談
者
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ

る
と
、
相
談
者
が
勧
誘
を
受
け
た
の

は
「
一
時
払
い
終
身
保
険
」
で
商
品

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
契
約
概
要
・
注
意

喚
起
情
報
、
契
約
の
し
お
り
、
意
向

確
認
書
な
ど
の
必
要
書
類
一
式
を
受

け
取
っ
た
そ
う
で
す
。

　
銀
行
で
販
売
さ
れ
る
一
時
払
い
終

身
保
険
の
場
合
は
銀
行
が
募
集
代
理

店
と
な
り
、
契
約
先
は
保
険
会
社
に

な
り
ま
す
。
販
売
す
る
際
は
、
顧
客

の
知
識
や
経
験
な
ど
を
踏
ま
え
た
上

で
預
金
な
ど
と
誤
認
し
な
い
よ
う
に

「
預
金
な
ど
で
は
な
い
こ
と
」   「
預

金
保
険
制
度
の
対
象
に
な
っ
て
い
な

い
こ
と
」   「
元
本
が
保
証
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
」
な
ど
を
、
書
面
の
交
付

な
ど
の
適
切
な
方
法
で
説
明
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

銀
行
か
ら
勧
誘
さ
れ
た
一
時
払
い
終
身
保
険

　
し
か
し
定
期
預
金
の
満
期
な
ど
を

切
っ
掛
け
に
勧
誘
さ
れ
る
と
、
生
命

保
険
と
思
わ
ず
に
預
金
と
誤
解
し
た

ま
ま
契
約
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
場
合
、
急
に
お
金
が
必

要
に
な
り
中
途
解
約
し
た
い
と
思
っ

て
も
、
経
過
年
数
に
よ
っ
て
は
元
本

割
れ
し
て
ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

よ
く
知
っ
て
い
る
銀
行
な
ど
か
ら
の

勧
誘
で
あ
っ
て
も
、
独
り
で
対
応
せ

ず
に
家
族
に
相
談
す
る
な
ど
、
契
約

は
慎
重
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
必
要
が

な
い
と
思
っ
た
時
に
は
、
断
る
勇
気

も
大
切
で
す
。

　
契
約
す
る
場
合
は
渡
さ
れ
た
書
面

な
ど
を
よ
く
確
認
し
、
分
か
ら
な
い

と
こ
ろ
は
理
解
で
き
る
ま
で
説
明
を

受
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
一
時
払
い
終

身
保
険
に
つ
い
て
の
情
報
を
集
め
、

勧
誘
さ
れ
た
保
険
と
の
違
い
を
比
較

し
な
が
ら
、
自
分
の
希
望
に
沿
っ
た

選
択
を
す
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
取

り
扱
い
も
必
ず
確
認
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

　
困
っ
た
と
き
に
は
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線
3

2
9
4
（
毎
週
月
・
火
・
水
・
金
曜

日
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
　
市
役

所
2
階
）

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
158

行政改革実施計画目標額

取り組み内容 23年度実績額
目標額

5カ年目標
（22 ～ 26年度）

24年度計画

 1　市民との連携・協働
都市公園の管理委託等の検討 754 846 151

 2　市役所業務の内容・手法の転換
指定管理者制度の導入（2項目） 26,403 107,604 23,268
桜台小・中学校自校給食業務の民間委託 6,959 14,511 3,032
電算業務の見直し 12,785 30,275 6,055
庁用車購入方法の見直し 229 2,078 547
小児生活習慣病検診対象者の見直し 11,690 41,570 8,314
白井運動公園陸上競技場第3種公認の更新の見直し 36,015 36,015 ―
健康文化都市評価事業の廃止 313 442 129
個別計画の見直し ＊ ＊ ＊
庁舎等の清掃業務委託の見直し ＊ ＊ ＊
庁用車の燃料等契約の見直し 89 220 55
キャンプ場の廃止を含めた検討 ― 378 △4,410

 3　組織・機構の見直し、定員管理の適正化
白井出張所の廃止 2,434 12,170 2,434
職員数の適正化 147,478 225,098 38,810

 4　財政運営の健全化
各種使用料、手数料の見直し ＊ ＊ ＊
学校体育館施設の電気料の徴収 ― 1,500 500
補助金見直し基準の適正な運用 11,533 15,845 3,169
市単独扶助費の見直し 11,159 37,430 8,358
私立幼稚園就園奨励費補助金（市単独上乗せ補助）の廃止 15,110 75,000 15,000
市有地の有効利用の検討 914 ＊ ＊
公売の実施 0 50,000 10,000
教職員住宅の廃止・売却 ― 51,500 ―
市有財産の有効活用 ― ＊ ＊
自動販売機の目的外使用における納付金制度の導入 6,267 20,790 3,990
土地開発基金の見直し ＊ ＊ ＊

合計 290,132 723,272 119,402
※類似した取り組みをまとめて表記しているため、実施計画書の取り組み項目とは一致しません。
　表中の＊マークは、現在目標額が設定できない項目です。事業が進み、具体的に目標額が明らかになった時に
設定します。また△はマイナスを示します。
　上表のほか、財政的効果は見込んでいませんが「電子申請システムの導入」や「選挙投票事務の電算化」など「サー
ビス向上の取り組み」も行います。

単位：千円 行
政
改
革
の
取
り
組
み
状
況

　
市
で
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
26
年

度
ま
で
を
推
進
期
間
と
す
る
第
4
次

行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
い
て
「
行
政

改
革
実
施
計
画
」
を
策
定
し
、
行
政

改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
計
画
で
は
「
5
年
間
で
30
項
目
に

取
り
組
み
、
約
7
億
2
千
3
百
万
円

を
財
政
効
果
の
目
標
額
と
す
る
」
と

し
て
い
ま
す
。

　
取
り
組
み
の
2
年
目
と
な
る
平
成

23
年
度
は
主
に
「
公
の
施
設
の
民

間
委
託
の
推
進
」
な
ど
に
取
り
組

み
、
事
業
費
の
削
減
な
ど
に
よ
る
約

2
億
9
、
0
1
3
万
円
の
財
政
的
効

果
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
今
後
の
取
り
組
み
予
定

　
平
成
24
年
度
は
約
1
億
1
、  

9
4

0
万
円
の
財
政
的
効
果
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
今
年
度
は
実
施
計
画
の
中
間

年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
事
業
仕
分
け

の
結
果
の
反
映
や
事
務
事
業
の
点
検
・

精
査
を
行
い
な
が
ら
、
計
画
を
見
直

し
ま
す
。

　
行
政
改
革
の
取
り
組
み
状
況
に
関

す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
　
財
政
課
行
政
改
革
推
進
班
　
内

線
3
3
8
1

秋の全国交通安全運動
～広めよう　早めのライトと　反射材～

　21日㈮から30日
㈰までは「秋の全
国交通安全運動」
です。
　秋の行楽シー
ズンを迎えて人と車の動きが活発になり、
また日没時間が早まるために夕暮れ薄暮
時における事故の発生が予想されます。
　また30日㈰は「交通事故死ゼロを目指
す日」です。交通ルール・マナーを守っ
て事故防止に努め、夕方以降に外出する
ときはなるべく明るい服などを着用して
身の回りの品へは反射材用品を利用しま
しょう。
【交通安全運動の重点目標】
●子どもと高齢者の交通事故防止
●夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗車
中の交通事故防止（特に、反射材用品等
の着用の推進及び自転車前照灯の点灯の
徹底）
●全ての座席のシートベルトとチャイル
ドシートの正しい着用の徹底
●飲酒運転の根絶
■問　市民安全課交通防犯班　内線3322

タ
イ
王
国
で
「
し
ろ
い
の

梨
」
を
P
R
し
ま
し
た

　
8
月
17
日
か
ら
21
日
ま
で
タ
イ
王

国
の
バ
ン
コ
ク
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
「
千
葉
県
物
産
フ
ェ
ア
」
に
白
井

産
の
幸
水
梨
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
梨
の
販
売
促
進
の
た
め
に
、

市
長
が
秋
本
享み

ち
ゆ
き志
市
梨
業
組
合
長
と

フ
ェ
ア
の
期
間
に
合
わ
せ
て
現
地
に

赴
き
、
19
日
に
行
わ
れ
た
森
田
健
作

千
葉
県
知
事
に
よ
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル

ス
の
イ
ベ
ン
ト
で
「
し
ろ
い
の
梨
」

を
P
R
す
る
と
共
に
、
試
食
品
の
提

供
や
チ
ラ
シ
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

　
現
地
で
の
梨
の
販
売
価
格
は
国
内

よ
り
も
割
高
で
し
た
が
、
試
食
を
し

た
現
地
の
消
費
者
か
ら
は
「
甘
く
て

美
味
し
い
」
と
好
評
だ
っ
た
た
め
、

今
後
海
外
で
の
「
し
ろ
い
の
梨
」
の

販
路
拡
大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
　
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5

4農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
で
は
8
月
16
日
か
ら
30
日
ま

で
の
間
に
放
射
性
物
質
検
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
検
査
の
結
果
、
全
て
の

品
目
に
お
い
て
放
射
性
物
質
は
「
検

出
せ
ず
」
で
し
た
。

検
査
品
目
　
ミ
ョ
ウ
ガ
、
キ
ュ
ウ
リ
、

ナ
ス
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ナ
シ
、
ネ

ギ
、
イ
チ
ジ
ク

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
放
射
性
物
質

が
存
在
し
な
い
か
、
検
出
で
き
る
測

定
下
限
値
未
満
で
あ
る
こ
と
を
示
し

ま
す
。
測
定
下
限
値
は
、
検
査
容
器

の
容
量
や
密
度
な
ど
の
諸
条
件
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
セ
シ
ウ
ム
1

3
4   ・
1
3
7
の
合
計
値
で
23
ベ
ク

レ
ル
／
㌔
㌘
程
度
で
す
。

　
一
般
食
品
の
放
射
性
物
質
の
基
準

値
は
1
0
0
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
で
す
。

問
　
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5

1
〜
4

ふ
る
さ
と
ま
つ
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す

　
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で

は
、
10
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰
に
開
催

す
る
予
定
の
「
白
井
市
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
」
で
、
子
ど
も
広
場
で
の
切
符

販
売
や
入
場
者
の
整
理
、
舞
台
で
の

進
行
補
助
や
人
員
整
理
な
ど
、
イ
ベ

ン
ト
の
運
営
に
従
事
す
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

対
象

　
高
校
生
以
上

申
　
10
月
3
日
㈬
ま
で
に
電
話
で
ふ

る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
市
商
工
会
内
）
☎
（
4
9
2
）
0

7
2
1
へ

問
　
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
（
市
商
工
会
内
）
☎
（
4
9

2
）
0
7
2
1
、
商
工
振
興
課
商
工

振
興
班

　
内
線
3
2
4
1
・
2

森田県知事と「しろいの梨」のPR
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

道路工事を行います
　市では市内の2カ所の区間で舗装修繕工事、1カ所の区
間で改良工事を行います。
　工事は午前9時から午後5時まで行い、工事中は交通誘
導員を配置した上で、交通規制を行います。
■問　道路課管理用地班　内線3215

16
コンビニ

エンス

ストア

【富塚地区　舗装修繕工事】
期間　9月下旬～ 10月下旬（工
事日数は各区間とも3日間程度）
交通規制区間　下図のそれぞれ
■部分（車両片側交互通行）

【改良工事（白井駅南口タクシー乗降箇所におけるバリ
アフリー化を目的とした傾斜路工事）】
期間　9月中旬～ 11月下旬（工事日数は10日間程度）
工事区間　●図の■部分
※一般車両の交通規制は行いません。

腫瘍マーカーと消化器がん検診
西白井クリニック　泉公成

　「腫瘍マーカー」とは、がん細胞自身やがん細胞と
反応して正常細胞が作り出す、主に血液や尿などから
検出される物質です。胃がんや大腸がんなど消化器系
のがんでは、一般にがんの進行とともに腫瘍マーカー
の数値が上がるため、通常はがんの治療効果の判定や
経過観察、再発の発見に用います。しかし、1988年か
ら1990年までの間に私が大学病院で携わった手術前の
大腸がん患者154人のうち、CEA（大腸がんで最も有
名な腫瘍マーカー）が陽性だったのは35.7㌫にすぎませんでした。つまり、が
ん患者の64㌫以上には異常値が出なかったということになります。検診で腫瘍
マーカーに異常値があれば精密検査の対象になりますが（異常値でもがんでは
ないことは結構あります）、異常値がなかったからといって安心ということには
なりません。例外的に、胃がんスクリーニング（判定）として血清ペプシノー
ゲン比は実用化していますし、ピロリ菌感染も関係があるといわれていますが

（いずれも腫瘍マーカーとして保険適応はありません）、一般に消化器系腫瘍マー
カーは早期がんの発見には向かないことが多く、やはり画像診断や内視鏡、便
検査などの消化器がん検診を受診する方が、がんの発見には有効になります。

西白井クリニック　根1778―6　☎（498）3333

私のまちのかかりつけ医

マ
マ
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

　
授
乳
、
お
む
つ
交
換
な
ど
の
育
児

に
関
す
る
こ
と
や
食
事
、
買
い
物
、

掃
除
、
洗
濯
な
ど
の
家
事
に
関
す
る

こ
と
に
つ
い
て
手
助
け
し
ま
す
。

　
育
児
に
関
す
る
相
談
や
ア
ド
バ
イ

ス
も
受
け
ま
す
。

　
里
帰
り
出
産
で
利
用
を
希
望
す
る

人
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
で
産
後
の
家
事
や

育
児
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
人
が
い
な

い
産
後
8
週
間
ま
で
の
人

利
用
回
数
・
時
間
　
1
日
1
回
・
1

〜
4
時
間
（
午
前
9
時
か
ら
午
後
5

時
ま
で
の
間
）

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
き
ま
す
。

利
用
料
金
　
1
時
間
当
た
り
5
0
0

円※
生
活
保
護
世
帯
や
市
民
税
非
課
税

世
帯
に
属
す
る
人
が
利
用
す
る
場
合

は
、
利
用
料
金
を
免
除
し
ま
す
。

申
・
問

　
出
産
予
定
日
の
1
カ
月
前

ま
で
に
電
話
で
児
童
家
庭
課
児
童
家

庭
班
☎
（
4
9
7
）
3
4
8
7
へ

マ
タ
ニ
テ
ィ
&
ベ
ビ
ー
サ

ロ
ン
・
い
っ
ぽ
い
っ
ぽ

　
生
後
6
カ
月
ま
で
の
子
を
持
つ
マ

マ
や
妊
婦
さ
ん
が
気
軽
に
お
し
ゃ
べ

り
で
き
る
場
な
の
で
、
友
達
づ
く
り

に
来
ま
せ
ん
か
。

　
手
作
り
お
も
ち
ゃ
の
紹
介
や
親
子

遊
び
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

日
時
　
10
月
3
日
㈬
　
午
前
10
時
〜

正
午

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
妊
婦
、
生
後
6
カ
月
ま
で
の

子
と
そ
の
保
護
者

問
　
健
康
課
母
子
保
健
班
☎
（
4
9

7
）
3
4
9
5

健
康
増
進
ル
ー
ム
を
休

館
し
ま
す

　
保
健
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、
次

の
日
時
は
健
康
増
進
ル
ー
ム
を
臨
時

に
休
館
し
ま
す
。

休
館
日
時
　
9
月
24
日
㈪
　
午
前
9

時
〜
午
後
5
時
、
9
月
26
日
㈬
　
午

前
9
時
〜
午
後
1
時
、
10
月
1
日
㈪

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
、
10
月
2
日

㈫
　
午
前
9
時
〜
午
後
1
時

問
　
健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
9
4

【
印
旛
保
健
所
】

県
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
事
業

　
不
妊
治
療
は
医
療
保
険
が
適
用
さ

れ
ず
、
高
額
の
医
療
費
が
掛
か
る
た

め
に
経
済
的
負
担
が
大
き
い
こ
と
か

ら
、
特
定
不
妊
治
療
（
体
外
受
精
・

顕
微
授
精
）
に
要
す
る
費
用
の
一
部

を
1
回
の
治
療
に
つ
き
15
万
円
を
限

度
に
初
年
度
は
年
3
回
ま
で
、
次
年

度
以
降
は
年
2
回
ま
で
助
成
し
ま
す
。

対
象
　
前
年
の
夫
婦
の
合
計
所
得
額

が
7
3
0
万
円
未
満
の
夫
婦

申
・
問

　
指
定
医
療
機
関
で
の
治
療

終
了
後
、
原
則
そ
の
年
度
内
に
申
請

書
（
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
書

類
を
添
え
て
直
接
印
旛
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
地
域
保
健
福
祉
課
☎
0
4
3

（
4
8
3
）
1
1
3
4
へ

「児童手当現況届」の提出は済んでいますか
　市では、6月からの児童手当受給資格がある人に、6月中
旬に「児童手当現況届」を送付しています。
　「児童手当現況届」は受給資格者が毎年6月1日の自分の現
況を記載し、引き続き受給要件に該当するかを市が確認す
るための書類です。
　未提出の場合は手当を支給することができなくなるので、
提出していない人は早めに提出してください。

白井駅

白井駅前センター

白井駅

ロータリーマンション

白
井
高
等
学
校 

↓

← 鎌ケ谷市

↑ 
市
役
所

スーパー

マーケット

西輪寺

国道
16号
 →

千
葉
市
 →

↑ 

野
田
市

金
山
落

空
間
放
射
線
量
測
定
器

の
貸
し
出
し
に
つ
い
て

　
市
で
は
、
空
間
内
の
放
射
線
量

（
ガ
ン
マ
線
）
を
測
定
す
る
機
器
の

貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
22

日
㈷
貸
し
出
し
分
か
ら
土
・
日
・
祝

日
分
の
貸
し
出
し
を
開
始
し
、
併
せ

て
21
日
㈮
か
ら
電
話
に
よ
る
事
前
予

約
を
受
け
付
け
ま
す
。

貸
し
出
し
日
時

　
毎
日

　
午
前
9
時

〜
午
後
4
時

※
土
・
日
・
祝
日
の
機
器
の
授
受
は
、

貸
出
日
当
日
に
市
役
所
地
下
守
衛
室

で
受
け
付
け
ま
す
。

申
・
問

　
貸
し
出
し
希
望
日
の
1
カ

月
前
か
ら
前
日
ま
で
の
平
日
に
電
話

か
直
接
環
境
課
放
射
線
対
策
室
　
内

線
3
2
8
7
・
8
へ

※
来
庁
時
に
申
請
者
本
人
の
身
分
確

認
を
行
う
た
め
、
申
請
者
本
人
の
運

転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

　
平
日
貸
し
出
し
分
で
事
前
予
約
数

が
定
員
に
達
し
な
い
場
合
の
み
、
当

日
で
の
貸
し
出
し
を
先
着
順
で
直
接

受
け
付
け
ま
す
。

狂
犬
病
の
予
防
注
射
は

済
ん
で
い
ま
す
か

　
狂
犬
病
予
防
法
の
規
定
に
よ
り
、

犬
を
所
有
ま
た
は
管
理
し
て
い
る
人

DV被害者への「児童扶養手当」の受給・「ひ
とり親家庭等医療費等」の助成について
　8月から、配偶者からの暴力（DV）で「裁判所からの保
護命令」を受けた人でも「児童扶養手当」の受給および「ひ
とり親家庭等医療費等」の助成が受けられるようになりま
した。
　 「児童扶養手当」の受給および「ひとり親家庭等医療費等」
の助成を受けるためには、申請が必要です。申請者の状況
によって必要書類が異なりますので、申請する前に必ず児
童家庭課に相談してください。

児童家庭課からのお知らせ

■問　児童家庭課児童家庭班　☎（497）3487

は
毎
年
1
回
、
狂
犬
病
の
予
防
注
射

を
受
け
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
狂
犬
病
の
予
防
注
射
は
、
生
後
90

日
を
経
過
し
た
日
か
ら
受
け
さ
せ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
度
に
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を

受
け
さ
せ
て
い
な
い
場
合
は
、
動
物

病
院
で
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　
予
防
注
射
を
受
け
た
後
は
、
環
境

課
で
「
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
」
の

交
付
手
続
き
を
行
い
ま
す
の
で
、
環

境
課
に
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
環
境
課
環
境
保
全
班

　
内
線
3

2
7
6
・
7

お詫びと訂正　9月1日号3ページに掲載した「印西霊園墓所2次募集」中の対象は、正しくは「白井市・印西市に1年以上居住し、住民基本台帳に記録さ
れている人」で「現在埋葬していない焼骨」の有無は問いません。なお、残基数（117基）の申請が先着順で終了した時点で平成24年度の募集を終了し
ますが、現に焼骨を所有し埋蔵していない人は募集墓所数を超えても平成25年3月29日㈮まで申請を受け付けます。お詫びして訂正いたします。

県道
白井
流山
線

柏市

白井市保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
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保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　寝
た
き
り
の
原
因

　
動
く
事
が
で
き
る
の
に
「
動
け

な
い
」
と
思
い
込
み
、
長
い
間
動

か
な
い
ま
ま
の
状
態
を
続
け
て
い

る
と
筋
力
の
低
下
を
来
し
、
寝
た

き
り
状
態
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き

ま
す
。
こ
れ
を
生
活
不
活
発
病

（
廃
用
症
候
群
）
と
い
い
ま
す
。

健
康
な
高
齢
者
で
あ
っ
て
も
「
面

倒
だ
」
と
か
「
お
っ
く
う
だ
」
と

思
っ
て
動
か
な
い
で
い
る
と
、
下

肢
筋
力
の
低
下
や
萎
縮
、
関
節
の

拘
縮
な
ど
が
早
く
進
行
し
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
一
度
低
下
し
た
筋

力
は
、
回
復
す
る
ま
で
に
時
間
が

掛
か
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
1
週

間
の
安
静
で
生
じ
た
筋
力
の
低
下

を
回
復
さ
せ
る
の
に
、
リ
ハ
ビ
リ

で
1
カ
月
は
掛
か
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
生
活
不
活
発
病
の
予
防
と
し
て

良
い
の
は
、
ま
ず
体
を
少
し
で
も

動
か
す
事
で
す
。
家
の
中
で
も
で

き
る
事
と
し
て
、
テ
ー
ブ
ル
に
手

を
つ
い
て
30
回
足
踏
み
を
す
る
こ

と
や
椅
子
に
座
っ
て
腕
を
上
に
向

け
て
突
き
上
げ
、
30
回
を
1
セ
ッ

ト
と
し
て
数
セ
ッ
ト
を
繰
り
返
し

行
う
こ
と
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
も

ち
ろ
ん
疲
れ
な
い
程
度
に
行
う
こ

と
が
大
切
で
す
。
毎
日
の
生
活
の

中
で
少
し
で
も
時
間
を
作
り
、
手

足
を
動
か
す
事
を
心
掛
け
れ
ば
生

活
不
活
発
病
に
な
り
に
く
く
な
り

ま
す
。

事
業
者
紹
介

　
桜
台
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

は
「
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
」
と
「
生

き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
を
目
標

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
機
器

を
取
り
入
れ
た
リ
ハ
ビ
リ
は
、
筋

力
低
下
防
止
に
期
待
が
持
て
ま
す
。

ま
た
多
彩
な
趣
味
活
動
を
手
助
け

す
る
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
あ
る
の
で
、

好
き
な
も
の
を
選
択
し
て
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
共
通
な
活

動
を
行
う
こ
と
で
話
題
が
共
有
で

き
、
友
人
作
り
の
切
っ
掛
け
に
な

り
ま
す
。

　
桜
台
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
は
、
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も

行
っ
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
す
る
事
で
他
人
と
の
交
流
も
で

き
、
孤
独
感
の
解
消
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生

き
が
い
を
も
っ
て
生
活
が
で
き
る

よ
う
、
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

桜
台
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
桜
台
2
―
7
―
3
）　  

☎
（
4

9
1
）
6
8
1
1

高
齢
者
在
宅
介
護

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
18

桜
台
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

成年後見制度講演会
　認知症や知的・精神障害などによって物事を判断する能力が十分ではな
い人に対して、その人の権利を守る援助者を決定し、財産の管理や生活の
見守りなどを通して支援する制度が「成年後見制度」です。
　市では、この制度についてより多くの皆さんに知ってもらうため、各セ
ンターで講演会を実施します。
日時・場所・テーマ・講師・申し込み締め切り日　下表のとおり
対象　一般
参加費　無料
■申・■問　ファクスかEメールに住所、氏名、電話番号、参加を希望する会
場を記入・入力の上、各申込締め切り日までに地域包括支援センター☎

（497）3474・ （498）4832・  chiiki-hokatsu@city.shiroi.chiba.jpへ
※電話でも受け付けます。

成年後見制度講演会

日時 場所 テーマ 講師
申し込み
締め切り日

10月6日㈯
14:00 ～ 16:00

桜台センター 老後の備えは大丈夫?
～成年後見制度と遺言・相続を知って、これか
らの心配に備えよう～

リーガルサポート千葉県支部
吉益千絵司法書士

10月3日㈬

10月24日㈬
14:00 ～ 16:00

西白井複合
センター

10月19日㈮

11月5日㈪
10:00 ～ 12:00

保健福祉
センター

障害者の成年後見制度
～障害者の人生の寄り添う成年後見制度とは～

千葉県社会福祉士会ぱあとな
あ千葉　泉幸江社会福祉士

11月2日㈮

12月4日㈫
14:00 ～ 16:00

白井駅前
センター 知って安心・使って安心

～知っておきたい成年後見制度の活用術～

NPO法人千葉県成年後見支援
センター
本多誠行政書士

11月30日㈮

12月15日㈯
14:00 ～ 16:00

白井コミュニ
ティセンター

12月12日㈬

き
ら
り
フ
ェ
ス
タ

2
0
1
2

　
今
年
の
目
玉
は
「
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
選
手
と
の
フ
リ
ー
ス
ロ
ー

づ
く
り
」    「
高
齢
者
の
社
会
参
加
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進
」  

「
高

齢
者
の
人
権
の
尊
重
」
な
ど
、
次
の

6
つ
の
目
標
を
掲
げ
て
高
齢
社
会
対

策
の
課
題
に
取
り
組
み
ま
す
。

①
す
べ
て
の
高
齢
者
が
安
心
し
て
自

立
し
た
生
活
が
で
き
る
、
保
健
・
福

祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
ふ
れ
あ

い
の
輪
を
広
げ
よ
う
。

②
高
齢
者
の
知
識
、
経
験
や
能
力
を

い
か
し
た
、
就
労
・
社
会
参
加
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
進
め
よ
う
。

③
高
齢
者
の
介
護
予
防
、
生
き
が
い
・

市
の
状
況

　
7
月
末
日
現
在
で
市
内
に
在
住
す

る
95
歳
以
上
の
人
は
77
人
（
男
10
人
、

女
67
人
）  

、
65
歳
以
上
の
人
は
1
1
、

8
9
7
人
で
市
内
人
口
に
対
す
る
65

歳
以
上
の
人
の
比
率
（
高
齢
化
率
）

は
19
・
2
㌫
で
す
。

老
人
週
間
が
掲
げ
る

6
つ
の
目
標

　
老
人
週
間
に
お
い
て
は
「
全
て
の

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

み
ん
な
で
築
こ
う

安
心
と
活
力
あ
る
長
寿
社
会

　
９
月
15
日
は
「
老
人
の
日
」
で
す
。
ま
た
本
日
か
ら
21
日
㈮
ま
で
は
「
老
人
週
間
」
で
す
。
皆

さ
ん
一
人
一
人
が
身
近
な
と
こ
ろ
で
高
齢
者
と
の
関
わ
り
を
深
め
た
り
、
高
齢
期
の
あ
り
方
に
関

心
を
寄
せ
る
切
っ
掛
け
と
し
ま
し
ょ
う
。

結婚50周年を迎えられた皆さん

健
康
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を
進
め

よ
う
。

④
高
齢
者
の
人
権
を
尊
重
し
、  

「
認

知
症
」
と
介
護
問
題
を
み
ん
な
で
考

え
、
高
齢
者
や
介
護
者
を
支
え
る
取

り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
よ
う
。

⑤
高
齢
社
会
に
お
け
る
家
族
や
地
域

社
会
等
の
役
割
を
理
解
し
、
お
互
い

に
協
力
し
て
活
力
あ
る
長
寿
社
会
を

つ
く
ろ
う
。

⑥
災
害
か
ら
の
被
害
を
最
小
限
に
す

る
た
め
に
も
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域
で

の
つ
な
が
り
を
築
こ
う
。

金
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す

　
市
で
は
「
老
人
の
日
」
に
先
立
ち
、

9
月
4
日
に
実
施
し
た
贈
呈
式
に
お

い
て
結
婚
50
周
年
を
迎
え
ら
れ
た
金

婚
22
組
の
皆
さ
ん
に
、
祝
い
品
を
贈

り
ま
し
た
。

　
式
で
は
祝
い
品
を
贈
呈
さ
れ
た
皆

さ
ん
を
代
表
し
て
、
桜
台
在
住
の
荏

原
義
昭
さ
ん
か
ら
お
礼
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

米
寿
・
1
0
0
歳
以
上

の
皆
さ
ん
に
祝
い
品

　
市
で
は
、
88
歳
の
米
寿
を
迎
え
ら

れ
る
大
正
12
年
生
ま
れ
の
人
と
明
治

45
年
3
月
以
前
に
生
ま
れ
た
1
0
0

歳
以
上
の
人
に
対
し
、
祝
い
品
を
贈

呈
し
ま
す
。

　
祝
い
品
は
老
人
週
間
に
民
生
委
員

か
ら
贈
呈
し
ま
す
。

問
　
高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
支
援
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
8
4

対
決
&
サ
イ
ン
会
」 

。
船
橋
市
を
本

拠
地
と
す
る
「
千
葉
ジ
ェ
ッ
ツ
」
の

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
選
手
と
直
接
触
れ

合
う
こ
と
の
で
き
る
、
ま
た
と
な
い

チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
「
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ

ン
ト
」
を
は
じ
め
と
し
て
「
寄
せ
植

え
教
室
」
や
「
ゲ
ー
ム
大
会
」
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
市
内
で
活
動
す
る
団
体
の

協
力
で
「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
」   

「
た

こ
焼
き
」  

「
焼
き
そ
ば
」
な
ど
を
販

売
す
る
店
も
多
数
出
店
し
ま
す
。

　
暑
さ
も
少
し
落
ち
着
い
た
日
曜
日

に
、
楽
し
い
時
間
を
一
緒
に
過
ご
し

ま
せ
ん
か
。

日
時

　
23
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時

場
所

　
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
南

山
）

問
　
市
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
☎

（
4
0
1
）
0
6
2
1



　大会の開催に伴い、コースとなる運動公園周辺の道路の交通規制を実施します。
　当日は道路の混雑が予想されますが、ご協力をお願いします。
規制日時　30日㈰　午前9時20分～正午
規制区間　下図のとおり
■問　生涯学習課スポーツ振興班　内線3434 ～ 6

白井梨マラソン大会交通規制にご協力を

Ⓟ

Ⓟ

Ⓟ

Ⓟ

Ⓟ

Ⓟ

Ⓟ

5km折り返し

3km折り返し

2km折り返し

●

●

印西　→

文

文

●

●

市役所

白井運動公園
陸上競技場

神々廻

平塚複台

●

コンビニエンスストア

ガソリン

柏柏柏

スタンド

10kmコース
5kmコース
3kmコース
2kmコース

小
学
校
入
学
前
健
康
診
断

　
来
年
4
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る

平
成
18
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
19
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
の
健

康
診
断
と
発
達
検
査
を
、
左
表
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
10
月
中
に
は
が
き
を

郵
送
す
る
の
で
、
必
ず
受
診
し
て
く

小学校入学前健康診断

学校名 日程 受付時間 終了時刻

白井第一小  11月9日㈮ 13:00 ～ 13:15 15:30

白井第二小  11月15日㈭ 13:00 ～ 13:15 15:30

白井第三小  11月2日㈮ 12:35 ～ 13:15 16:00

大山口小  11月27日㈫ 12:30 ～ 12:50 15:30

清水口小  11月22日㈭ 13:00 ～ 13:20 15:30

南山小  11月7日㈬ 13:00 ～ 13:15 15:30

七次台小  11月5日㈪ 12:45 ～ 13:00 16:00

池の上小  11月12日㈪ 13:15 ～ 13:30 15:30

桜台小  11月13日㈫ 13:00 ～ 13:15 15:45

※終了時刻は、受診人数などによって変わる場合があり
ます。

市民ゴルフフェスタ
参加者募集

市民ゴルフフェスタ申込先
氏名・名称 住所 電話番号

木下智義 桜台2―6―2―705 （497）2632
鈴木酒店 白井駅前商店会 （491）0486
渡辺暢 南山1―5―9―401 （491）3900
千秋繁 南山3―6―6 （491）5695
山田政男 河原子357―1 （491）0349
富澤ハウジング 根1826―31 （491）0026
隆盛堂薬局 西白井駅前商店会 （491）4626
宇田川清次 根1918―11 （491）6160
千葉光商事 根1777―1 （491）5111
阪東修 けやき台1―2―1―1012 （491）8765
谷口八郎 けやき台2―6―4―103 （491）3404
平井勲 清水口1―5―2―502 （491）1482
宮崎信行 清水口2―1―12―702 （491）2451
田辺裕 清水口3―28―7 （491）3476
奥田隆夫 七次台4―2―3 （491）0982
内田弘 大山口2―4―4―107 （491）2802
下山輝美 西白井1―15―6 （491）1101
橋本力 冨士198―38 （445）2110
田上聖視 大松1―2―23 （491）2253

日程　10月29日㈪
場所　総武カントリークラブ・
総武コース（印西市）
対象　市内在住・在勤者　200
人（申し込み順）
競技方法　新ぺリア方式
プレー費　15,000円（歩き・キャ
ディー付き、昼食付き）
参加費　3,000円（賞品代・パー
ティー費）
申　10月5日㈮までに下表の各申込先へ
問　生涯学習課スポーツ振興班　内線3435

だ
さ
い
。「
通
知
が
届
か
な
い
」「
今

後
入
学
ま
で
の
間
に
他
市
町
村
へ
転

出
を
予
定
し
て
い
る
」
な
ど
の
理
由

で
指
定
日
に
受
診
で
き
な
い
場
合
は
、

必
ず
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
当
日
は
受
付
時
間
を
厳
守
し
、
必

要
事
項
を
記
入
し
た
通
知
は
が
き
、

上
履
き
、
ハ
ン
カ
チ
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※
健
診
日
当
日
は
保
護
者
向
け
の
家

庭
教
育
講
座
を
併
せ
て
開
催
し
ま
す
。

問
　
学
校
教
育
課
指
導
班
　
内
線
3

4
2
2

地
名
の
は
な
し「
神
々

廻
（
し
し
ば
）」

　
市
内
の
地
名
「
神
々
廻
」
は
、

難
読
地
名
と
し
て
よ
く
取
り
上
げ

ら
れ
る
地
名
で
す
。
神
々
廻
は
中

世
か
ら
人
が
住
ん
だ
土
地
で
「
埴は

生ぶ
に
し西
」
や
「
印
西
外
郷
」
と
い
っ

た
古
い
村
が
一
様
に
祀ま

つ

る
鳥
見
神

社
が
あ
り
、
鎌
倉
時
代
の
妙

み
ょ
う
け
ん見
菩

薩
像
な
ど
中
世
と
関
わ
る
伝
承
や

文
物
が
あ
り
ま
す
。

　
神
々
廻
地
区
に
あ
る
神
社
の
江

戸
中
・
後
期
の
棟
札
に
は
「
印
旛

郡
印
西
外
郷
神
々
廻
村
」
な
ど
、

か
つ
て
属
し
た
地
名
が
併
せ
て
記

さ
れ
ま
す
が
、
当
初
か
ら
村
名
を

「
シ
シ
バ
」
と
呼
ん
で
い
た
わ
け

で
は
な
く
「
神
々
廻
」
の
表
記
自

体
も
今
の
と
こ
ろ
元
禄
14
年
（
1

7
0
1
）
の
「
印
西
領
平
塚
村
差

出
帳
」
ま
で
し
か
さ
か
の
ぼ
れ
ま

せ
ん
。
宝
暦
11
年
（
1
7
6
1
）

に
記
さ
れ
た
「
下
総
國
各
村
級
分

（
し
も
う
さ
の
く
に
か
く
む
ら

き
ゅ
う
ぶ
ん
）」
で
は
神
々
廻
に

「
シ
シ
バ
サ
マ
」
と
ふ
り
が
な
が

あ
り
、
戦
国
末
期
に
活
躍
し
た
小

金
高
城
氏
の
支
配
村
を
表
し
た

「
高
城
古
下
野
守
胤
忠
知
行
高
附

帳
（
た
か
ぎ
し
も
つ
け
の
か
み
た

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰
〰

〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

ね
た
だ
ち
ぎ
ょ
う
た
か
つ
け
ち
ょ

う
）」
を
見
る
と
印
西
領
に
「
志
々

は
ざ
ま
村
」（
シ
シ
ハ
ザ
マ
）
と

記
さ
れ
て
い
る
た
め
「
シ
シ
バ
」

と
い
う
呼
び
方
や
神
々
廻
と
い
う

表
記
は
後
に
な
っ
て
か
ら
の
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
で
は
、
な
ぜ
「
シ
シ
バ
」
と
神

々
廻
が
結
び
つ
い
た
の
で
し
ょ
う

か
。   「
廻
」
の
字
は
本
来
「
バ
」

と
読
み
ま
せ
ん
が
、
こ
の
字
に

 

「
バ
」
の
読
み
を
充
て
る
例
は
印

西
市
大お

お
ば廻
な
ど
北
総
地
名
に
は
特

徴
的
に
見
ら
れ
ま
す
。
地
名
は
地

元
の
呼
び
方
を
役
人
が
聞
き
、
文

字
化
し
て
台
帳
に
登
録
さ
れ
る
の

が
普
通
で
し
た
。
お
そ
ら
く
、
地

名
音
に
対
す
る
あ
て
字
が
「
神
々

廻
」
で
先
に
「
シ
ン
シ
ン
バ
」
の

よ
う
な
音
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

標
準
語
の
ご
と
く
発
音
を
清
音
で

考
え
れ
ば
理
解
で
き
ま
せ
ん
が
、

そ
の
土
地
特
有
の
訛な

ま

り
で
語
ら
れ

て
い
た
と
す
れ
ば
「
シ
」
と
言
う

時
に
撥
音
「
ン
」
を
伴
う
鼻
に
か

か
る
よ
う
な
訛
り
が
あ
れ
ば
、
話

者
が
「
シ
シ
バ
」
と
話
し
た
つ
も

り
で
も
、
相
手
に
は
「
シ
ン
シ
ン

バ
」
と
聞
こ
え
て
「
神
々
廻
」
と

書
か
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
ま
す
。
同
じ
難
読
地
名
に
船

橋
市
の
飯は

さ

ま
山
満
町
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
も
同
様
に
「
ハ
ザ
マ
」
と
言

っ
た
つ
も
り
が
、
訛
り
で
「
ハ
ン

ザ
ン
マ
ン
」
に
聞
き
間
違
え
ら
れ

た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

問
　
文
化
課
文
化
班
（
4
9
2
）

1
1
2
3

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

日
本
年
金
機
構
研
修
セ
ン

タ
ー
運
動
施
設
開
放
日

　
当
分
の
間
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
み
の
開
放
と
な
り
ま
す
。

日
時
　
10
月
6
日
㈯
、
7
日
㈰
、
13

日
㈯
、
14
日
㈰
、
20
日
㈯
、
21
日
㈰
、

27
日
㈯
、
28
日
㈰

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
申
し
込
み
順
）

※
未
成
年
者
の
利
用
に
は
、
必
ず
成

人
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
5
8
0

円
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
2
、
9
0
0
円

（
各
2
時
間
単
位
）

申
・
問

　
申
請
書
（
生
涯
学
習
課
に

あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
9
月
25
日
㈫
ま
で
に
直
接
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

　
内
線
3

4
3
5
へ

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
、
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
で
利
用
者

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

星空ライブコンサート
　プラネタリウム館では、
千葉稔さんのオカリナの
生演奏を聞きながら星空
を楽しむことができる、
大人向けのコンサートを
開催します。
　秋のひととき、オカリ
ナの音色を楽しんでみま
せんか。
日時　10月13日㈯　午後
1時30分～ 2時50分
対象　一般　86人
チケット代　当日券700円、前売り券600円
※前売りは9月15日㈯から開始します。
問　プラネタリウム館　（492）1125

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

千葉稔さん

鳥見神社棟札村名部分の拡大

2012.9.155



セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

複  

キ
ッ
ズ
ク
ッ
キ
ン
グ

　
パ
ス
タ
の
一
種
「
ペ
ン
ネ
」
を
作

ろ
う
。

日
時
　
29
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
午
後

1
時

対
象

　
小
学
生
以
上

　
8
人
（
応
募

コ  

緊
急
時
の
搬
送
体
制 

〜
あ
な
た
の
命
は
こ
う
し

て
守
ら
れ
て
い
ま
す
〜

　
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
身
に
付

け
て
お
き
た
い
救
急
処
置
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

日
時

　
30
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象
　
市
内
在
住
者
　
50
人
（
申
し

込
み
順
）

講
師
　
帝
京
平
成
大
学
　
血
脇
敏
行

非
常
勤
講
師

保
育
　
あ
り
（
要
事
前
予
約
）

申
　
26
日
㈬
ま
で
に
電
話
、
E
メ
ー

ル
か
直
接
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

 m
ail@
sh
iroi-com

10.

com

へ

駅  

駅
前
朗
読
会

　
朗
読
の
会
「
も
え
ぎ
」
の
皆
さ
ん

が「
子
は
鎹
か
す
が
い」「
お
母
さ
ん
へ
の
手
紙
」

「
鼻
」
を
朗
読
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
4
日
㈭
　
午
後
1
時
〜

2
時
30
分

対
象

　
一
般
　
40
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
10
月
3
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

公  
0
歳
児
サ
ー
ク
ル 

〜
よ
ち
よ
ち
運
動
会
〜

　「
ハ
イ
ハ
イ
」
し
た
り
「
あ
ん
よ
」

し
た
り
、
た
く
さ
ん
体
を
動
か
し
ま

し
ょ
う
。

日
時
　
10
月
1
日
㈪
　
午
前
10
時
30

分
〜
午
前
11
時
30
分

対
象
　
平
成
23
年
4
月
2
日
〜
平
成

24
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
子
と
そ
の

保
護
者
　
20
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
大
判
バ
ス
タ
オ
ル

申
　
9
月
28
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

公  

親
子
で
楽
し
く
遊
び
ま

し
ょ
う
〜
運
動
会
と
ラ
ン

チ
パ
ー
テ
ィ
ー
〜

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
運

動
会
を
し
た
後
、
み
ん
な
で
ラ
ン
チ

パ
ー
テ
ィ
ー
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
10
月
2
日
㈫
　
午
前
10
時
30

分
〜
午
前
11
時
30
分

◆
な
か
よ
し
動
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2
0
1
2

　
犬
の
し
つ
け
か
た
の
実
演
や
手
入

れ
方
法
の
ほ
か
、
乗
馬
体
験
、
動
物

愛
護
紙
芝
居
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
22
日
㈷

　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時

　
場
所

　
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ

ー
（
富
里
市
）

問
　
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
☎
0
4

7
6
（
9
3
）
5
7
1
1

◆
白
井
将
棋
大
会

　
大
会
で
1
か
ら
3
位
ま
で
に
な
っ

た
人
に
は
賞
品
が
あ
り
ま
す
。

日
時
　
23
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
（
受

け
付
け
　
午
前
9
時
30
分
〜
）　
場

所
　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

　
参
加

費
　
1
、
0
0
0
円
（
賞
品
代
）

問
　
白
井
将
棋
愛
好
会
　
内
山
☎

（
4
9
1
）
1
6
2
8

◆
小
柳
枝
を
聴
こ
う
・
白
井
街
か
ど

落
語
会

　
落
語
家
春
風
亭
小
柳
枝
さ
ん
や
春

風
亭
笑
好
さ
ん
、
俗
曲
師
桧
山
う
め

吉
さ
ん
な
ど
の
落
語
や
俗
曲
を
聞
き

に
き
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
23
日
㈰

　
午
後
2
時
〜

　
場

所
　
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

　
入
場
料

一
般
　
当
日
2
、
0
0
0
円
　
前
売

り
1
、
5
0
0
円
　
小
・
中
学
生
　

1
、
0
0
0
円
　
前
売
り
取
り
扱
い

場
所
　
白
井
駅
前
理
容
館
、
書
苑
、

シ
ャ
デ
ィ
ー
ホ
ー
ム
・
ハ
タ
ヤ
、
エ

ヌ
・
ア
イ
・
エ
ス

問
　
白
井
落
語
講
談
会
　
原
☎
0
9

0
（
3
0
0
8
）
1
2
1
3

◆
高
次
脳
機
能
障
害
講
演
会

　
旭
神
経
内
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
神
経
内
科
溝
渕
敬
子
医
師
や
平
山

淳
一
言
語
聴
覚
士
、
斯
波
純
子
臨
床

心
理
士
に
よ
る
「
高
次
脳
機
能
障
害

の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
〜
集
団
訓

練
に
つ
い
て
〜
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

講
演
と
実
技
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
23
日
㈰
　
午
後
1
時
30
分
〜

4
時

　
場
所

　
松
戸
市
健
康
福
祉
会

館
　「
ふ
れ
あ
い
22
」　
対
象

　
高
次

脳
機
能
障
害
者
や
そ
の
家
族
、
支
援

者
、
市
民
な
ど
　
80
人
（
先
着
順
）

入
場
料
　
無
料

問
　
東
葛
菜
の
花
「
高
次
脳
機
能
障

害
者
と
家
族
の
会
」　
綿
貫
☎
0
4

（
7
1
7
4
）
3
9
9
8

◆
下
総
航
空
基
地
開
設
記
念
行
事

　
開
設
記
念
式
典
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
、

航
空
機
の
展
示
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
29
日
㈯
　
午
前
9
時
〜
午
後

4
時
　
場
所
　
海
上
自
衛
隊
下
総
航

空
基
地
（
柏
市
）

※
当
日
は
北
総
新
鎌
ケ
谷
駅
か
ら
無

料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

問
　
海
上
自
衛
隊
下
総
航
空
基
地
☎

0
4
（
7
1
9
1
）
2
3
2
1

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、
社
会
保
険
労
務
士
な
ど

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
29
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
千
葉
市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
　
対
象
　
一
般
（
予
約
不
要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
鎌
ス
タ
☆
北
海
道
祭
り
2
0
1
2

　
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

の
鎌
ケ
谷
ス
タ
ジ
ア
ム
で
、
来
場
者

と
選
手
が
触
れ
合
え
る
イ
ベ
ン
ト
や

北
海
道
が
テ
ー
マ
の
物
産
展
な
ど
を

行
い
ま
す
。

日
時
　
29
日
㈯
・
30
日
㈰
　
午
前
10

時
〜

　
場
所

　
鎌
ケ
谷
ス
タ
ジ
ア
ム

（
鎌
ケ
谷
市
）　
入
場
料

　
1
、0
0

0
円
（
小
学
生
ま
で
無
料
）

※
当
日
は
北
総
線
新
鎌
ヶ
谷
駅
、
東

武
野
田
線
鎌
ヶ
谷
駅
よ
り
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
が
運
行
さ
れ
ま
す
。（
小
学
生

ま
で
無
料
）

問
　
鎌
ケ
谷
ス
タ
ジ
ア
ム
☎
0
4
7

（
4
4
6
）
5
5
8
6

◆
え
い
ご
で
W
E
E
P
L
A
Y

　
歌
や
話
な
ど
、
親
子
で
楽
し
く
遊

び
ま
し
ょ
う
。

日
程
　
10
月
2
日
、
12
月
11
日
、
2

月
5
日
（
各
火
曜
日
）　
対
象
・
時

間
　
〜
1
歳
5
カ
月
・
午
前
11
時
〜
、

1
歳
6
カ
月
〜
未
就
園
児
・
午
前
11

時
30
分
〜
　
各
15
人
（
先
着
順
）　

場
所
　
桜
台
セ
ン
タ
ー

問
　
櫛
野 adm

@
w
eelearn

.

jp◆
県
立
北
総
花
の
丘
公
園
か
ら
の
お

知
ら
せ

【
花
と
緑
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
】

　
ク
ラ
フ
ト
体
験
教
室
や
手
作
り
品

展
示
即
売
会
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
10
月
6
日
㈯
・
7
日
㈰
　
午

前
10
時
〜
午
後
3
時

【
緑
の
教
室
】

①
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
で
作
る
素
敵
な

壁
飾
り

　
乾
燥
し
た
花
や
木
の
実
を
使
っ
て

壁
飾
り
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
10
月
14
日
㈰

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分

　
対
象

　
一
般

　
20

人
（
申
し
込
み
順
）　
参
加
費
　
2
、

6
0
0
円
（
材
料
費
・
保
険
代
）

②
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
の
株
分
け

　
根
詰
ま
り
し
た
鉢
や
大
株
に
な
っ

た
庭
植
え
の
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
の

株
分
け
・
植
え
替
え
の
方
法
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
　
10
月
16
日
㈫
　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分
　
対
象
　
一
般
　

24
人
（
申
し
込
み
順
）　
参
加
費
　

2
0
0
円
（
材
料
費
）

申
・
問

　
①
・
②
と
も
開
催
日
の
1

カ
月
前
か
ら
電
話
ま
た
は
直
接
県
立

花
の
丘
公
園
☎
0
4
7
6
（
4
7
）

4
0
3
1
へ

◆
秋
の
ふ
れ
あ
い
祭
り

　
模
擬
店
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や

抽
選
会
で
秋
の
一
日
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。
こ
の
記
事
を
持
参
し
た
先
着

3
0
0
人
に
は
抽
選
券
と
引
き
換
え

ま
す
。

日
時
　
10
月
6
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
午

後
3
時
（
荒
天
の
際
は
8
日
㈷
に
延
期
）

場
所
　
白
井
駅
南
口
側
遊
歩
道

問
　
ふ
れ
あ
い
会

　
松
野
☎
（
4
9

1
）
4
8
4
7

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
20

組
（
申
し
込
み
順
・
ラ
ン
チ
パ
ー
テ

ィ
ー
は
自
由
参
加
）

持
ち
物
　
上
履
き
（
親
子
と
も
） 

、

飲
み
物
、
ラ
ン
チ
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参

加
す
る
人
は
弁
当

申
　
9
月
28
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

福  

子
育
て
支
援
講
座

「
コ
コ
ロ
か
ら
元
気
に
!

ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
術
」

　
普
段
の
メ
イ
ク
を
ア
レ
ン
ジ
し
た

福  福祉作業所
見学・体験会

～福祉作業所を
見に来ませんか～

　福祉作業所を見学して、作業の
体験をすることができます。
　見学会当日は、福祉センターフェ
スティバルが開催され、フェスティ
バルにも参加しています。
日時　29日㈯・30日㈰　午前11時
～午後2時30分
場所　福祉作業所（福祉センター内）
対象　障害者（児）とその家族
※見学した人にはプレゼントがあ
ります。
■問　福祉作業所　（492）2096

福  働きづらさに悩む若い女性のためのパ
ソコン講座と仕事準備講座～ガールズ編～
　午前中は「自分を好きになるメイ
ク講座」「自己紹介から始めるコミュ
ニケーション」などを学び、午後は
基本的なパソコンの操作やワード、
エクセル、インターネット活用方法
などを学ぶことができます。
　旅行会社の社員になった設定で学
んでみませんか。
日時　10月12日㈮・18日㈭・19日㈮・25日㈭・26日㈮、11月1日㈭・
8日㈭・9日㈮・15日㈭・16日㈮（全10回）　午前11時～午後3時
30分
対象者　15歳から35歳までの独身女性で人とのコミュニケー
ションが苦手で職についても長続きせず生きづらさ働きづらさ
に悩む人　10人（応募者多数の場合は選考基準により選考）
参加費　無料
申　10月1日㈪までに電話か直接福祉センターへ

り
、
家
計
の
バ
ラ
ン
ス
を
チ
ェ
ッ
ク

し
た
り
、
自
分
自
身
を
見
つ
め
直
し
、

楽
し
く
豊
か
に
子
育
て
す
る
た
め
の

ヒ
ン
ト
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

日
時
　
10
月
6
日
・
20
日
・
27
日
（
各

土
曜
日
、
全
3
回
）　  
午
前
10
時
〜

正
午

対
象
　
小
学
生
ま
で
の
子
を
持
つ
母

親
　
15
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

保
育
　
1
歳
〜
小
学
3
年
生
　
10
人

（
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※
保
育
は
有
料
（
3
0
0
円
）
で
す
。

持
ち
物
　
化
粧
道
具
、
筆
記
用
具

申
　
9
月
25
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

白  白井の歴史探索
　白井児童館の周
辺を市の学芸員と
一緒に探索し、歴
史的な文化財を見
つけた後、みんな
で結果を新聞にま
とめます。
日時　10月6日㈯　
午前9時30分～午後
0時30分（小雨決行・
大雨の場合は中止）
対象　小学生とその保護者・中学生・高
校生　10人（申し込み順）
持ち物　水筒、タオル、帽子、筆記用具、
雨具
申　9月24日㈪までに電話か直接白井児童
館へ

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物

　
三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、
上

履
き

参
加
費

　
3
0
0
円

申
　
23
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直
接
西

白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

子

育

て

子

ど

も

趣
味
・
教
養
・
学
習

イ

ベ

ン

ト

①

2012.9.15 6



社  「チャリティーバザー」
物品・ボランティア募集

　10月20日㈯・21日㈰に開催される「しろ
いふるさとまつり」の会場で販売する物品
と、準備から開催当日までのボランティア
を募集します。
①物品引き取りの申し込み　９月24日㈪～
10月5日㈮
※家電製品や家具など、品物によっては引
き取りできない物もあります。
②物品の引き取り・直接持ち込み　10月9
日㈫～ 12日㈮
③ボランティア日程・内容　10月16日㈫～
19日㈮・品物の仕分け、値付け作業　20日
㈯・21日㈰・商品の陳列と販売
■申・■問　③は9月28日㈮までに電話か直接
社会福祉協議会へ

　タイトルの上にある複などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
複西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
市市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

◆
青
空
保
育
ベ
ビ
ー
ク
ラ
ス
メ
ン
バ

ー
募
集

　
青
空
保
育
「
つ
く
し
ん
ぼ
・
さ
く

ら
ん
ぼ
」
で
は
、
乳
児
を
対
象
と
し

た
ベ
ビ
ー
ク
ラ
ス
の
メ
ン
バ
ー
を
募

集
し
ま
す
。

　
親
子
で
で
き
る
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
や
絵
本
な
ど
の
朗
読
、
音
楽
会
な

ど
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
10
月
3
日
㈬
か
ら
2
月
ま
で

の
月
1 

・
2
回
水
曜
日
　
午
前
10
時

〜
正
午
（
全
10
回
）
場
所
　
印
西
市

永
治
プ
ラ
ザ

　
対
象

　
0
歳
児
と
そ

の
保
護
者

　
8
組
（
申
し
込
み
順
・

8
組
に
満
た
な
い
場
合
は
中
止
）

持
ち
物

　
バ
ス
タ
オ
ル
な
ど
の
ベ
ビ

ー
マ
ッ
ト
、
筆
記
用
具

　
参
加
費

1
2
、0
0
0
円
（
講
師
代
ほ
か
）

申
　
親
子
の
氏
名
、
子
ど
も
の
生
年

月
日
、
住
所
、
電
話
番
号
を
9
月
25

日
㈫
ま
で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
関

口
☎
・
N
0
4
7
6
（
4
7
）
0
0

4
9
へ

福  ほほえみ体操
　椅子に座りなが
ら簡単な筋トレや
体 操、「 脳 ト レ 」
を楽しみながら行
います。
日時　10月4日 ㈭
から毎月第1・3木
曜日（全12回）　
午後1時45分～ 3時15分
※11月は第1・5木曜日、1月は第3・
5木曜日となります。
対象　市内在住のおおむね60歳以
上　30人（応募者多数の場合は抽選）
持ち物　タオル、飲み物、レクリ
エーションホールで開催する時は
運動靴
申　9月27日㈭までに電話か直接福
祉センターへ

シ  

会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
27
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

福  

ミ
ニ
ポ
ン
チ
ョ
講
習

　
持
っ
て
い
る
と
便
利
な
ミ
ニ
ポ
ン

チ
ョ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
10
月
4
日
・
11
日
・
18
日
・

25
日
（
各
木
曜
日
・
全
4
回
）　
午

後
1
時
〜
3
時

対
象
　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
で
棒

編
み
の
基
礎
が
で
き
る
人
　
10
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物
　
極
太
の
糸
、
8
号
と
15
号

の
棒
針

申
　
9
月
27
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福  

は
じ
め
て
の
ラ
ー
ジ

ボ
ー
ル
卓
球
講
座

　
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
で
交
流
を
図

り
な
が
ら
体
力
作
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
10
月
12
日
・
19
日
・
26
日
、

11
月
2
日
・
9
日
　（
各
金
曜
日
・

全
5
回
）　
午
前
10
時
〜
正
午

問
　
宇
羽
野
☎
（
4
9
7
）
2
0
0
8

◆
平
成
25
年
度
千
葉
県
農
業
大
学
校

推
薦
入
試
試
験
受
験
者
募
集

　
農
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
優
れ
た

農
業
の
担
い
手
お
よ
び
指
導
者
の
育

成
を
目
指
す
人
を
募
集
し
ま
す
。
出

願
の
手
続
き
方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、

直
接
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

募
集
人
員
　
農
学
科
　
約
40
人
　
研

究
科
　
約
10
人
　
受
験
資
格
　
農
学

科
　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
ま
た

は
平
成
25
年
3
月
卒
業
見
込
み
の
人

で
学
校
長
の
推
薦
が
あ
る
人
　
研
究

科
　
都
道
府
県
の
農
業
大
学
校
の
農

学
科
な
ど
を
卒
業
し
た
人
ま
た
は
平

成
25
年
3
月
に
卒
業
見
込
み
の
人
で

学
校
長
の
推
薦
が
あ
る
人
　
選
考
期

日
　
10
月
30
日
㈫
　
選
考
場
所
　
県

農
業
大
学
校
（
東
金
市
）　
選
考
方

法
　
書
類
審
査
、
小
論
文
、
面
接

願
書
受
け
付
け

　
10
月
1
日
㈪
〜
15

日
㈪

問
　
千
葉
県
立
農
業
大
学
校
☎
0
4

7
5
（
5
2
）
5
1
2
1

◆
や
さ
し
い
中
国
話
講
座
受
講
生
募
集

　
発
音
練
習
を
基
本
に
一
つ
の
単
語
、

表
現
を
「
聞
く
」「
話
す
」「
読
む
」

「
書
く
」
の
四
つ
の
面
か
ら
学
び
な

が
ら
、
初
心
者
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
る
よ
う
に
す
ぐ
に
役

立
つ
表
現
を
、
中
国
人
講
師
か
ら
楽

し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
　
10
月
10
日
㈬
か
ら
毎
週
水
曜

日
（
全
20
回
）　
午
後
2
時
15
分
〜

3
時
45
分
　
場
所
　
白
井
駅
前
セ
ン

タ
ー
　
対
象
　
18
歳
以
上
　
20
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　
参

加
費
　
1
6
、4
7
0
円
（
テ
キ
ス

ト
代
を
含
む
）

※
白
井
国
際
交
流
協
会
未
加
入
者
の

受
講
に
は
、
別
に
協
会
年
会
費
半
年

分
1
、
0
0
0
円
が
掛
か
り
ま
す
。

申
・
問

　
9
月
25
日
㈫
（
必
着
）
ま

で
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が
あ
る

◆
行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

　
相
続
や
土
地
、
決
算
な
ど
に
つ
い

て
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

日
時
　
10
月
1
日
㈪
　
午
前
9
時
〜

正
午
　
場
所
　
市
役
所
2
階
相
談
室

問
　
岩
﨑
☎
0
9
0
（
4
6
2
6
）

5
4
7
9

◆
設
立
記
念
講
演
「
そ
う
だ
！
知
っ

て
お
こ
う
成
年
後
見
制
度
」

　
人
は
誰
で
も
高
齢
に
な
れ
ば
心
身

の
衰
え
は
避
け
ら
れ
ず
、
判
断
能
力

も
不
十
分
に
な
り
、
社
会
生
活
を
営

む
上
で
不
利
益
を
被

こ
う
む
る
恐
れ
が
生
じ

ま
す
。
こ
れ
ら
を
社
会
的
に
カ
バ
ー

す
る
仕
組
み
と
し
て
成
年
後
見
制
度

が
あ
り
ま
す
。

　「
成
年
後
見
な
し
坊
あ
ん
し
ん
サ

ポ
ー
ト
」
は
こ
の
制
度
を
活
用
し
て
、

人
が
人
と
し
て
共
に
生
き
る
こ
と
が

で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
地

域
の
高
齢
者
な
ど
の
後
見
活
動
を
始

め
ま
す
。
そ
の
設
立
を
記
念
し
て
東

京
大
学
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ

ー
宮
内
康
二
特
任
助
教
に
よ
る
「
地

域
に
お
け
る
成
年
後
見
制
度
の
活

用
」と
ポ
ピ
ー
の
会（
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
会
）小
澤
皎
代
表
に
よ
る「
認

知
症
の
人
の
サ
ポ
ー
ト
」
の
講
演
会

場
合
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入

の
上
、
は
が
き
か
E
メ
ー
ル
で

〒
2
7
0
―
1
4
3
1

　
白
井
市
根

1
1
6
―
3
2

　
川
上
ビ
ル

　
白

井
国
際
交
流
協
会
事
務
局
　
林
☎

0
9
0
（
3
4
9
7
）
6
9
5
9
・

 ifas@
bz04.plala.or.jp

へ

◆
ち
ば
の
自
然
環
境
保
全
活
動
支
援

事
業
の
募
集

　
県
民
や
N
P
O
、
企
業
な
ど
が
県

内
で
行
う
自
然
環
境
保
全
・
希
少
動

植
物
の
保
護
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

環
境
保
全
活
動
経
費
の
補
助
希
望
者

を
公
募
し
ま
す
。
申
請
な
ど
の
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
、
千
葉
県
環
境

財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る

か
直
接
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間

　
〜
10
月
31
日
㈬
ま
で

対
象
期
間

　
交
付
決
定
日
〜
平
成
26

年
3
月
31
日

問
　
一
般
財
団
法
人
千
葉
県
環
境
財

団
環
境
活
動
支
援
課
☎
0
4
3
（
2

4
6
）
2
0
9
1

◆
後
納
制
度
（
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
期
限
の
延
長
）
が
始
ま
り
ま
す

　
今
ま
で
は
国
民
年
金
保
険
料
を
納

め
忘
れ
た
ま
ま
2
年
を
超
え
る
と
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
10
月
か
ら
3
年
間
に
限

り
過
去
10
年
以
内
で
納
め
忘
れ
た
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
後
納

制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
過
去
10
年
以

内
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
で
、
将

来
の
年
金
額
の
増
加
や
年
金
の
受
給

権
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
今
ま
で
の
年
金
記
録
に
つ

い
て
は
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※
後
納
制
度
に
は
事
前
の
申
し
込
み

が
必
要
で
す
が
、
審
査
の
結
果
次
第

で
は
後
納
制
度
に
よ
る
納
付
を
利
用

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
　
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
0
5
7
0
（
0
1
1
）
0
5
0

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
で
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
に
興
味

の
あ
る
人
　
15
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

講
師

　
公
益
財
団
法
人
日
本
体
育
協

会
　
田
崎
敏
一
卓
球
上
級
指
導
員

持
ち
物

　
着
替
え
、
運
動
靴
、
タ
オ

ル
、
飲
み
物
、
持
っ
て
い
る
人
は
ラ

ケ
ッ
ト

申
　
10
月
5
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

福  

ポ
ー
チ
作
り
講
習

　
使
わ
な
く
な
っ
た
ネ
ク
タ
イ
や
布

を
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
で
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
10
月
16
日
・
30
日
（
各
火
曜

日
・
全
2
回
）
午
後
1
時
〜
3
時

対
象
　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
　
15

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物
　
ネ
ク
タ
イ
ま
た
は
布
、
裁

縫
道
具

参
加
費
　
3
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
10
月
1
日
㈪
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
10
月
9
日
㈫
　
午
後
2
時
〜

4
時
30
分
　
場
所
　
文
化
会
館
中
ホ

ー
ル
　
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者
　
1
5
0
人
（
申
し
込
み
順
）

入
場
料

　
無
料

申
・
問

　
10
月
4
日
㈭
ま
で
に
電
話

で
成
年
後
見
な
し
坊
あ
ん
し
ん
サ
ポ

ー
ト
　
中
兼
☎
（
4
9
2
）
0
7
8

9
へ

◆
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ

ー
モ
ニ
ー
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期
演

奏
会

　
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
「
交
響
曲
第

5
番
」
や
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
フ
ル
ー

ト
と
管
弦
楽
の
た
め
の
協
奏
曲
ト
長

調
」
な
ど
を
演
奏
し
ま
す
。
抽
選
で

40
人
に
チ
ケ
ッ
ト
が
当
た
る
プ
レ
ゼ

ン
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
す
る

人
は
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

日
時

　
10
月
14
日
㈰

　
午
後
2
時
〜

（
開
場

　
午
後
1
時
30
分
）　  

場
所

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

　
チ
ケ
ッ
ト
代

8
0
0
円
（
当
日
券
の
み
）

※
小
・
中
学
生
は
無
料
で
す
。

申
　
10
月
1
日
㈪
（
必
着
）
ま
で
に

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
情
報
を
得
た
媒
体
（ 

「
広
報

し
ろ
い
」 

）、「
定
演
チ
ケ
ッ
ト
プ
レ

ゼ
ン
ト
希
望
」
を
記
入
の
上
、
郵
送

で
〒
2
7
0
―
1
4
2
4

　
白
井
市

堀
込
2
―
2

　
中
銀
白
井
マ
ン
シ
オ

ン
管
理
事
務
所
気
付
へ

問
　
石
川
☎
（
4
9
2
）
7
7
0
9

◆
不
登
校
の
子
ど
も
が
い
る
家
族
を

対
象
と
し
た
「
家
庭
内
傾
聴
講
座
」

　
子
ど
も
と
の
会
話
が
少
な
い
、
会

話
は
あ
る
け
ど
心
の
中
は
話
し
て
く

れ
て
い
な
い
か
も
と
感
じ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
子
ど
も
が
心
の
中

を
話
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
基
本

的
な
聴
き
方
を
、
実
体
験
し
な
が
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
　
10
月
5
日
・
19
日
、
11
月
2

日
・
16
日
（
各
金
曜
日
）　  

午
前

10
時
〜
午
後
3
時
　
場
所
　
印
西
市

駅
前
地
域
交
流
館
　
対
象
　
不
登
校

の
子
ど
も
を
持
つ
家
族
　
参
加
費
　

5
0
0
円
（
保
険
料
、
教
材
費
）

問
　
M
．
T
ね
っ
と
わ
ー
く

　
土
佐

☎
0
9
0
（
2
9
0
4
）
3
1
8
7

かわいいポーチを作りましょう。

高

齢

者

イ

ベ

ン

ト

②

募
集
・
伝
言
板

2012.9.157



古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

2012.9.15 8み ん な の ひ ろ ば

そ
の
子
ど
も
た
ち
が
ま
た
遊
ぶ
と

い
う
次
の
世
代
へ
引
き
継
ぐ
べ
き

場
所
の
一
つ
に
な
る
よ
う
、
私
た

ち
も
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
安

心
し
て
遊
べ
る
よ
う
に
と
、
2
カ

月
に
1
度
の
割
合
で
子
育
て
が
終

わ
っ
た
世
代
が
中
心
と
な
り
、
地

域
の
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
少
し

で
も
手
伝
い
が
で
き
た
ら
と
の
思

い
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
夏
は
あ
っ
と
い
う
間
に
草

が
伸
び
、
気
持
ち
だ
け
は
若
い
と

思
っ
て
い
る
私
た
ち
の
体
に
は

少
々
こ
た
え
ま
す
が
、
草
取
り
を

し
な
が
ら
の
情
報
交
換
は
な
か
な

か
楽
し
い
で
す
。

　
草
取
り
後
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

「
あ
り
が
と
う
」
と
感
謝
さ
れ
る

と
、
疲
れ
も
吹
き
飛
ん
で
し
ま
い

ま
す
。
遊
び
場
か
ら
は
子
ど
も
た

ち
の
元
気
な
声
が
聞
こ
え
、
そ
れ

　このコーナーで紹介する皆さんの身近な話題
をお寄せください。
申・問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4へ

秋
雨
の
昼
よ
り
点
す
厨
か
な

秋
の
声
浜
に
蛸
壺
乾
き
を
り

朝
早
く
蝉
の
鳴
声
愛
し
い

朝
晩
の
涼
し
さ
に
寝
に
入
り
や
す
く

如
何
に
せ
ん
少
子
化
進
む
赤
蜻
蛉

鰯
雲
遠
く
住
む
子
の
メ
ー
ル
読
む

江
戸
の
西
夏
燃
え
果
て
る
阿
波
踊
り

炎
天
に
油
注
ぐ
や
蝉
し
ぐ
れ

彼
の
人
に
届
か
ぬ
恋
や
遠
花
火

幸
水
の
甘
さ
あ
ふ
れ
る
夏
が
来
た

時
雨
来
て
か
な
か
な
の
音
が
遠
ざ
か
る
　

素
振
り
指
南
師
弟
と
も
ど
も
蚊
と
汗
と

杣
道
の
寂
れ
し
神
社
赤
と
ん
ぼ

父
知
ら
ぬ
世
を
生
き
ぬ
い
て
梅
を
干
す

初
蝉
や
大
地
に
力
戻
り
た
る

母
逝
き
て
子
ら
の
は
し
ゃ
ぎ
を
り
梅
雨
の
夜

浜
昼
顔
西
の
果
て
な
る
海
凪
ぎ
て

被
災
地
に
営
み
戻
り
桃
甘
し

風
鈴
や
家
ぬ
ち
に
あ
る
風
の
道

袋
田
の
滝
に
句
碑
あ
り
蝉
の
声

盆
踊
り
出
か
け
る
孫
の
帯
な
お
す

身
の
丈
の
暮
ら
し
大
事
に
夏
座
敷

み
仏
に
燭
を
捧
げ
て
盆
の
入
り

蘇
る
山
の
清
水
を
掬
い
け
り

ア
ガ
パ
ン
サ
ス
真
夏
を
誇
り
黒
揚
羽
、

　
黄
揚
羽
の
み
を
招
き
寄
せ
ゐ
る

幼
な
児
も
親
を
も
残
し
旅
立
つ
は

　
残
る
心
の
如
何
に
多
き
か

気
が
か
り
な
精
密
検
査
白
と
な
り

　
テ
レ
ビ
に
海
の
賑
は
ひ
を
見
る
（
海
の
日
）

十
月
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
フ
ィ
ル
や
い
よ
来
た
る

　
皆
様
往ゆ

か
な
挙こ

ぞ

り
て
聴
か
な

乳
飲
み
子
の 

無
心
の
仕
草
の 

愛
ら
し
さ

　
起
き
て
は
千
両 

寝
て
も
万
両
　

で
こ
ぼ
こ
の
七
十
路
坂
を
越
え
き
し
も

　
今
尚
夫
を
看
と
る
と
友
は

同
郷
の
友
作
り
た
る
萩
の
餅

　
不
揃
ひ
な
る
も
じ
わ
り
と
旨
し

白
杖
の
友
に
座
席
を
ゆ
づ
り
た
る

　
青
年
車
両
を
移
る
背
の
見
ゆ

は
つ
夏
の
雲
の
す
き
ま
の
青
空
と

　
軟
ら
か
に
吹
く
心
地
よ
き
風

八
十
路
坂
惜
む
生
命
に
非
ら
ね
ど
も

　
病
気
を
否
み
健
診
に
行
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

（
作
品
は
五
十
音
順
に
掲
載
）

南
山

　
　
　
齊
藤
眞
一
郎

七
次
台
　
　
片
野
美
耶
子

根
　
　
　
　
乾

　
タ
カ
子

大
松
　
　
　
川
又
勝
彦

神
々
廻
　
　
斉
藤
と
み
子

大
松
　
　
　
織
本
泰
子

大
山
口
　
　
上
坂
千
昭

冨
士
　
　
　
今
野
吉
信

冨
士
　
　
　
染
谷
英
人

神
々
廻

　
　
高
橋
勲
次
郎

桜
台
　
　
　
土
山
勝
實

清
水
口

　
　
池
川

　
悟

堀
込
　
　
　
山
川
純
子

神
々
廻
　
　
田
中
八
代
い

冨
士
　
　
　
柳
沢
　
純

清
水
口
　
　
大
西
幸
江

冨
士
　
　
　
福
加
あ
け
み

池
の
上
　
　
横
山
久
雅
子

堀
込

　
　
　
大
屋
キ
ヌ

冨
士
　
　
　
福
加
博
之

清
水
口

　
　
松
村
純
子

冨
士
　
　
　
小
澤
喜
美
子

堀
込

　
　
　
渡
辺
岩
夫

池
の
上
　
　
大
橋
　
茂

池
の
上
　
　
関
根
千
浪

七
次
台
　
　
松
井
寛
紅

桜
台
　
　
　
米
井
詩
織

清
水
口
　
　
柴
垣
正
徳

復
　
　
　
　
杉
原
賢
一

根
　
　
　
　
印
南
満
子

池
の
上
　
　
蝦
名
幸
子

冨
士

　
　
　
望
月
玲
子

堀
込

　
　
　
名
越
た
て
み

南
山

　
　
　
山
本
庸
雄

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
自
由
な
投
稿
に
よ
り
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
選
者
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

　
市
は
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
目
的
と
し

て
、
公
共
施
設
な
ど
の
里
親
制
度

（
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
実

施
し
て
い
ま
す
。そ
の
名
称
は「
市

民
が
育
て
る
き
れ
い
な
ま
ち
つ
く

り
た
い
」
で
、
現
在
は
市
内
の
公

園
な
ど
で
6
団
体
（
6
カ
所
）
が

美
化
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
号
か
ら
は
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
行
う
、
各
団
体
を
シ
リ
ー

ズ
で
紹
介
し
ま
す
。
第
1
回
目
は

「
白
井
友
の
会
」
と
「
ひ
よ
こ
児

童
公
園
の
環
境
を
守
り
地
域
協
力

を
促
進
す
る
会
」
の
2
団
体
で
す
。

　「
白
井
友
の
会
」

　
白
井
友
の
会
は
白
井
自
治
会
第

4
班
の
24
世
帯
で
組
織
し
、
結
成

か
ら
約
30
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
主
な
活
動
は
白
井
南
外

出
子
ど
も
の
遊
び
場
の
除
草
作
業

で
す
。
こ
の
遊
び
場
は
50
坪
く
ら

い
の
広
さ
で
す
が
、
地
域
の
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て
は
大
切
な
場
所

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
遊
ん

だ
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
り
、

ま
し
た
。
砂
場
に
は
全
体
に
網
を

か
け
、
そ
の
回
り
に
古
タ
イ
ヤ
を

埋
め
こ
み
、
網
を
浮
か
せ
る
方
法

で
猫
に
よ
る
砂
場
で
の
ト
イ
レ
を

な
く
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
時
が
た

ち
、
気
が
付
け
ば
子
ど
も
が
減
少

し
、大
人
の
世
界
（
世
代
）
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
近
所
付
き

合
い
の
核
に
児
童
公
園
を
置
き
、

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
遊
べ
る

よ
う
に
草
取
り
を
近
所
の
皆
で
協

力
し
て
行
う
こ
の
「
会
」
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
こ
の
「
会
」
の
目

的
に
合
致
し
た
の
が
市
の
「
ア
ダ

プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
「
花
い
っ

ぱ
い
運
動
」
で
、
こ
の
二
つ
の
運

動
を
軸
に
活
動
し
、
活
動
資
金
の

調
達
と
し
て
「
資
源
回
収
運
動
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動

支
援
班
　
内
線
3
1
5
1

に
負
け
な
い
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

「
ひ
よ
こ
児
童
公
園
の
環
境
を
守

り
地
域
協
力
を
促
進
す
る
会
」

　
ひ
よ
こ
児
童
公
園
は
、
冨
士
地

区
に
あ
る
小
さ
な
児
童
公
園
で
す
。

30
数
年
前
は
子
ど
も
も
多
く
、
鉄

棒
や
砂
遊
び
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
て
、

私
た
ち
は
そ
こ
で
気
軽
に
遊
べ
る

よ
う
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。

草
刈
り
や
空
缶
、
空
ボ
ト
ル
、
紙

屑
な
ど
を
拾
い
集
め
、
遊
び
に
快

適
な
場
所
の
提
供
を
心
掛
け
て
き

市
民
が
育
て
る
き
れ
い
な
ま
ち

つ
く
り
た
い
団
体
紹
介
①

　
　
　
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

白井南外出子どもの遊び場の草取り

　8月7日に東京都江東区豊洲ゆ
りかもめ新豊洲駅前特設会場で、
第41回全国消防救助技術大会が
開催されました。
　この大会は日ごろ鍛え抜いた
救助技術を参加者が披露し、互
いの知識や技術を交換すること
で、複雑多様化する災害現場に
対応できる高度な救助技術と、
強じんな体力や精神力を養うことを目的として開催されているもので、
地方大会を勝ち抜いた全国9地区支部791消防本部が参加し、訓練成果
を競い合いました。
　当市を管轄する印西地区消防組合消防本部からは、5月31日に開催
された千葉県大会でロープ応用登はんの部で優勝した、印西西消防署 
武藤・遠藤隊員のチームが千葉県代表として出場し、日ごろの訓練成
果を遺憾なく発揮し、見事入賞を果たしました。

全国消防救助大会で入賞

賞状を持つ武藤隊員（中央）と遠藤隊員（右側）

　8月12日に白井市民プールで、
チバテレビの「おじゃまします
市町村街かどクイズ」の番組収
録が行われました。
　この番組は県内各地に出向い
て、その街の観光や産業などの
見どころをクイズ形式に紹介す
るものです。会場では多くの来
場者でにぎわう中、司会の轟二

郎さんと小川麻希さんが白井市にまつわる話題をクイズにして、親子
連れや子どもたちなどに出題していました。
　クイズを問いかけられた子どもたちは、カメラの収録に少し照れた
様子ながらも元気いっぱいに答えていて、会場は楽しい笑い声で溢れ
ていました。会場にはなし坊も応援に駆け付けて、子どもたちと仲良
く収録に参加していました。収録された番組は24日に放映されました。
皆さんはテレビに映っていましたか。

市のことなら何でも知っているよ

司会者が売店のラーメンなどを味わう撮影風景

ひよこ児童公園の草取りを

行う会員の皆さん


